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飯田市立病院ニュース 

  　
平
成
十
八
年
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
小
泉
内
閣
が
郵
政

民
営
化
の
問
題
で
解
散
総
選
挙

に
打
っ
て
出
て
自
民
党
が
大
勝

し
、
小
泉
劇
場
、
小
泉
チ
ル
ド

レ
ン
、
刺
客
な
ど
の
流
行
語
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
末

に
は
、
相
次
ぐ
少
女
殺
害
事
件

が
続
き
、
暗
い
世
相
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
世
界
で
は
、
イ

ラ
ク
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る
各

地
で
の
テ
ロ
多
発
事
件
、
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を

襲
っ
た
史
上
最
大
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
’
カ
ト
リ
ー
ヌ
‘
や
パ
キ
ス

タ
ン
で
起
こ
っ
た
大
地
震
な
ど

異
常
気
象
が
多
発
し
多
数
の
犠

牲
者
が
で
て
、
一
昨
年
に
引
き

続
い
て
の
自
然
災
害
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
新
年
に
あ
た
り
昨
年

を
振
り
返
り
な
が
ら
今
年
の
病

院
事
業
の
方
針
を
述
べ
、
年
頭

の
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
年
は
二
月
に
病
院
機
能

評
価
の
更
新
の
た
め
の
審
査
が

行
わ
れ
、
無
事
認
定
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
に
は

前
院
長
の
宮
川
信
先
生
か
ら
院

長
職
が
私
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、

不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
す
で
に

約
九
ヶ
月
間
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、病
院
に
と
っ
て
将
来

を
左
右
す
る
重
要
な
用
件
が
次
々

と
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。 

　

ま
ず
第
一
に
高
松
分
院
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
日
ま
で
飯
田
市
立
病
院
は
、

高
松
分
院
と
機
能
分
担
を
し
な

が
ら
連
携
を
取
り
つ
つ
自
治
体

病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
そ

う
と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
慢
性
的
な
医
師
不
足

に
よ
り
入
院
制
限
を
行
い
、
昨

年
四
月
か
ら
は
一
般
病
床
を
閉

鎖
し
、療
養
型
病
床（
五
十
四
床
）

の
み
の
運
営
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
高
松
分
院
の

経
営
の
悪
化
等
に
よ
り
残
念
な

が
ら
平
成
十
八
年
度
末
を
も
っ

て
閉
院
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
介
護
老
人
保

健
施
設
と
し
て
「
ゆ
う
ゆ
う
」

を
移
転
新
築
し
、
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
再
出
発
の
予
定
で
す
。 

　
二
番
目
と
し
て
、
昨
年
の
夏

頃
よ
り
飯
田
下
伊
那
地
区
の
産

科
問
題
が
急
浮
上
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
問
題
は
、
今
で
は
全

国
の
産
科
の
医
師
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、当
地
区
で
は
、早
い

時
期
に
「
産
科
問
題
懇
談
会
」

が
発
足
し
、行
政
、包
括
医
療
協

議
会
、
地
域
の
産
婦
人
科
医
会

と
と
も
に
、
出
産
体
制
の
整
備

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。こ
の
結
果
、当
地
区
で
の

取
り
組
み
が
信
州
大
学
産
科
婦

人
科
教
室
で
も
認
め
ら
れ
、
こ

の
二
月
に
産
婦
人
科
医
が
一
名

増
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
施
設
整
備
に
関
し
て
も
、

南
信
州
広
域
連
合
の
出
資
に
よ

り
分
娩
台
の
増
台
、病
棟
の
改

修
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、一
月

よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
問

題
は
ま
だ
ま
だ
未
解
決
の
部
分

が
多
く
、
将
来
の
周
産
期
セ
ン

タ
ー
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
第
三
番
目
に
、
昨
年
末
よ
り

リ
ニ
ア
ッ
ク
装
置
の
更
新
に
伴

う
工
事
が
始
ま
り
、
約
三
ヶ
月

の
間
放
射
線
治
療
が
一
時
的
に

中
止
と
な
り
、
皆
様
方
に
は
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
七

月
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
（
陽
電
子

放
射
断
層
撮
影
装
置
）の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
南
信
地

区
初
め
て
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
の

導
入
に
よ
り
、
癌
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
取
り
組
み
、
地
域

が
ん
診
療
拠
点
病
院
を
め
ざ
し

て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
飯
田
市
立
病
院
は
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
二
年

目
を
向
か
え
、
さ
ら
な
る
病
病
・

病
診
連
携
を
深
め
、
こ
れ
か
ら

も
自
治
体
病
院
と
し
て
の
社
会

的
使
命
と
、
健
全
経
営
に
も
配

慮
し
た
病
院
作
り
を
目
指
し
て

い
く
所
存
で
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
深
い
ご
理
解
と
、
さ
ら
な

る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
希
望

に
満
ち
た
明
る
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

  

飯
田
市
立
病
院
長 

千

賀

　

脩 
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1月26日　かぜの予防と対策について 
2月　　　 フットケアについて 
3月　　　 ひざの変形と痛みについて 

今後の予定 

　
全
国
的
な
産
科
医
が
不
足
し

て
い
る
中
、
飯
田
下
伊
那
地
方

に
お
い
て
も
産
科
や
分
娩
を
取

り
や
め
る
医
療
機
関
が
増
加
し
、

平
成
十
八
年
に
は
分
娩
を
扱
う

医
療
機
関
が
、市
立
病
院
、椎
名

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
羽

場
医
院
の
三
施
設
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
産
婦
人

科
医
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
関

係
者
や
行
政
関
係
者
が
、
産
科

問
題
懇
談
会
を
開
催
し
て
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
の
出

産
で
き
る
場
所
を
確
保
す
る
た

め
「
地
域
で
支
え
あ
う
産
婦
人

科
医
療
」
を
と
り
ま
と
め
、
市

立
病
院
と
他
の
医
療
機
関
と
が

役
割
分
担
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
あ

く
ま
で
も
当
面
の
方
策
で
あ
り
、

今
後
に
お
い
て
も
市
民
が
安
心

し
て
出
産
が
で
き
る
場
所
を
確

保
す
る
た
め
、
産
婦
人
科
医
の

確
保
な
ど
息
の
長
い
取
組
を
進

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
幸
い
に
も
、
当
地
方
の
取
組

が
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
評
価
さ
れ
、

こ
の
二
月
よ
り
信
州
大
学
か
ら

産
婦
人
科
医
一
名
の
派
遣
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
病
院

が
当
地
方
の
広
域
的
な
基
幹
病

院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
南

信
州
広
域
連
合
か
ら
五
億
円
の

出
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
地
域
全
体
の
応
援
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
理
解

の
も
と
関
係
機
関
が
協
力
し
、

今
後
の
中
長
期
的
な
体
制
づ
く

り
に
向
け
て
前
進
す
る

必
要
が
あ
り
、
市
立
病

院
は
、
そ
の
中
心
的
な

医
療
機
関
と
し
て
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
当
面
の
具
体
策
と
し
て
、

妊
婦
健
診
や
婦
人
科
の

診
療
に
つ
い
て
は
地
域

の
産
婦
人
科
医
が
担
い
、

市
立
病
院
は
一
部
の
妊

婦
健
診
と
分
娩
を
中
心

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
産
科
共
通

カ
ル
テ
を
作
成
し
て
情
報
の
共

有
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市

立
病
院
の
分
娩
数
の
増
加
に
備
え
、

分
娩
室
の
増
設
工
事
や
分
娩
装

置
等
を
整
備
し
、
更
に
産
婦
人

科
を
含
め
た
院
内
の
病
床
再
編

を
行
い
ま
す
。
助
産
師
や
市
役

所
保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
業

務
も
充
実
す
る
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。 

【
経
営
企
画
課
】 

　
私
た
ち
高

松
分
院
で
は 

”
地
域
住
民

に
開
か
れ
た

病
院
作
り 

を
め
ざ
し
平

成
十
三
年
八

月
か
ら
毎
月

健
康
教
室
を

開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
健
康

教
室
は
参
加

さ
れ
る
皆
様

か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
元

に
、
身
近
で

日
常
的
な
気

に
な
る
健
康
問
題
を
取
り
上
げ
、

家
庭
で
の
予
防
策
や
療
養
、
介

護
等
に
つ
い
て
の
知
識
・
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
話
が
聞
き
た

い
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

“ 
産
婦
人
科
問
題

産
婦
人
科
問
題 
産
婦
人
科
問
題

産
婦
人
科
問
題 
産
婦
人
科
問
題 

高松分院 

健康教室のご案内について 健康教室のご案内について 
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南
信
地
区
で
最
初
の
Ｐ
Ｅ

Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
（
陽
電
子
放
射
断
層

撮
影
装
置
）
が
当
院
に
導
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成

十
八
年
七
月
か
ら
稼
動
開
始

の
予
定
で
す
。 

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
と
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ

装
置
と
Ｃ
Ｔ
装
置
が
合
わ
さ

っ
た
機
器
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
腫

瘍
な
ど
へ
の
放
射
性

薬
剤
の
集
ま
り
具
合

を
検
出
し
、
Ｃ
Ｔ
は

体
内
の
詳
細
な
構
造

を
断
層
像
と
し
て
描

出
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
検
査
の
方
法

は
薬
剤
を
注
射
し
、

一
時
間
程
休
ん
で
い

た
だ
い
た
後
、
撮
影

を
行
い
ま
す
。
一
回

の
検
査
で
全
身
を
撮

影
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｃ

Ｔ
の
画
像
を
合
わ
せ

て
見
る
こ
と
で
病
変

の
位
置
や
進
行
程
度

の
診
断
、
転
移
の
有
無
、
良
性
・

悪
性
の
判
別
、
治
療
効
果
の

判
定
な
ど
が
従
来
よ
り
正
確

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、

患
者
さ
ん
の
診
療
に
役
立
て

て
い
く
ほ
か
、
癌
の
早
期
発

見
を
目
的
に
健
診
に
も
使
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

【
放
射
線
科
　
岡
庭
　
優
子
】  

　
十
月
二
十
五
日
に
飯
田
市
立

病
院
と
佐
久
総
合
病
院
と
の
間

で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
合
同
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
平
成
十
七
年
七
月

に
長
野
県
に
お
い
て
全
国
で
十

番
目
と
な
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

佐
久
総
合
病
院
に
配
備
さ
れ
運

行
が
開
始
さ
れ
、
医
師
の
同
乗

に
よ
り
救
命
率
の
向
上
や
予
後

の
改
善
な
ど
、
県
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
向
上
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
隊
の

判
断
で
、
あ
る
い
は
診
療
所
等

の
医
師
が
一
一
九
番
を
通
じ
て

要
請
で
き
ま
す
。
出
動
要
請
が

入
る
と
医
師
・
看
護
師
が
同
乗

し
現
場
へ
急
行
し
ま
す
。
現
場

付
近
に
着
陸
後
救
急
隊
と
協
力

し
診
察
・
処
置
を
行
い
近
く
の

医
療
機
関
又
は
佐
久
総
合
病
院

へ
搬
送
し
ま
す
。
当
日
の
訓
練

で
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
着
陸
後
当
院

へ
の
患
者
の
引
継
ぎ
、
処
置
室

ま
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ

る
搬
入
な
ど
行
な
い
ま
し
た
。

実
施
後
の
講
評
で
は
機
体
の
概

要
や
整
備
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
は
医
師
に
よ
る
治
療
の
早
期

開
始
と
搬
送
時
間
の
短
縮
に
大

き
な
利
点
が
あ
り
、
道
路
事
情

の
悪
い
南
信
へ
の
配
備
も
望
ま
れ

ま
す
。 

【
救
急
医
療
委
員
会
】 

P
E
T

C
T
導
入 

 

 

PET－CT画像 

患者搬送訓練 

ドクターヘリ内部 

ドクターヘリ▼ 

▲
 

▲
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患者搬送訓練 

　
看
護
助
手
は
看
護
部
に
所

属
し
、Ａ（
三･

四
階
病
棟
）
Ｂ

（
五･

六
階
病
棟
）Ｃ（
中
材
・
Ｉ

Ｃ
Ｕ
）Ｄ（
外
来
）の
四
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
各
々
チ
ー

ム
目
標
を
持
ち
日
々
の
業
務

に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
中

で
年
四
回
の
助
手
研
修
会
は

看
護
部
教
育
委
員
会
主
催
で

行
わ
れ
ま
す
。
年
度
当
初
に
、

患
者
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し

て
気
持
ち
よ
く
受
診
療
養
で

き
る
に
は
、
助
手
と
し
て
ど

の
よ
う
な
事
を
学
ん
で
い
っ

た
ら
よ
い
か
を
考
え
年
間
計

画
を
立
て
ま
す
。
計
画
内
容

に
つ
い
て
は
以
前
研
修
し
た

が
も
う
一
度
開
催
し
て
欲
し
い
、

メ
ン
バ
ー
が
代

わ
っ
た
の
で
も

う
一
度
な
ど
繰

り
返
し
学
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
感
染

予
防
に
関
す
る

学
習
会
、
一
次

救
命
処
置
に
関
す
る
学
習
会（
次

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
へ
と

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。）

接
遇
研
修
会
、
患
者
さ
ん
の

安
全
な
移
送
を
目
指
し
車
椅

子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
体

験
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

特
に
十
一
月
に
は
災
害
時
の

搬
送
訓
練
と
し
て
、レ
ス
キ
ュ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使
用
し

て
患
者
さ
ん
を
一
人
で
搬
送

す
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
用
い
て
階
段
を
下
り

る
と
き
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
る
訓
練
と
し
て

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
常
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と

を
感
謝
し
つ
つ
、
お
互
い
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
開
催 
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
開
催 

看
護
助
手
の 

活
動
か
ら 

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは電気ショックが
必要な心臓の状態を判断できる心臓電気ショックの
器械のことです。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
は
全
県
立
高
校
、

全
市
立
中
学
校
を
は
じ
め
公

共
施
設
に
配
備
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
飯
田
医
師
会
（
蟹

江
孝
之
会
長
）
所
属
の
二
十

六
診
療
所
で
も
所
有
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

医
師
会
長
よ
り
地
域
医
療
支

援
病
院
と
し
て
会
員
向
け
Ｂ

Ｌ
Ｓ
（
一
次
救
命
処
置
）、
Ａ

Ｅ
Ｄ
研
修
の
要
望
を
い
た
だ
き
、

九
月
末
か
ら
十
一
月
初
め
ま

で
計
四
回
に
わ
た
り
、
当
院

に
お
い
て
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　
医
師
会
長
以
下
四
十
五
名

の
受
講
医
師
に
対
し
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
当
院

の
医
師
十
八
名
の
ほ
か
、
菅

沼
病
院
、
す
き
が
ら
医
院
、

飯
田
病
院
、
下
伊
那
日
赤
、

下
伊
那
厚
生
、
健
和
会
の
各

病
院
、
延
べ
に
し
て
三
十
二

名
の
先
生
方
に
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
習
は
二
時
間
で
、

ま
ず
動
画
で
手
技
（
発
見
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
ま
で
）
を
見

て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
小
グ

ル
ー
プ
（
七
グ
ル
ー
プ
）
に

分
か
れ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
人
形
を

用
い
て
の
実
技
主
体
で
行
い

ま
し
た
。
す
で
に
自
身
の
蘇

生
法
を
確
立
さ
れ
て
い
る
先

生
方
は
、
国
際
標
準
の
蘇
生

法
に
当
初
戸
惑
い
も
あ

っ
た
よ
う
で
し
た
が
、

自
院
の
看
護
師
や
地
域

住
民
に
教
え
る
と
い
う

目
的
の
も
と
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
毎
回
終
了
後
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
反
省
会

に
よ
っ
て
、
動
画
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
事
前
配
布
す
る
な

ど
回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
講
習
法
も
改
善
さ
れ

ま
し
た
。 

　
受
講
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ｓ
（
二
次
救
命
処
置
）
研

修
の
要
望
も
あ
り
、
二
月
五
日

に
当
院
で
日
本
救
急
医
学
会
認

定
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
一
部
）

コ
ー
ス
を
開
催
予
定
で
す
。 

【
救
急
セ
ン
タ
ー
長
　
神
頭
定
彦
】 AED実技演習 
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選
択
食
Ａ 

▼ 

選
択
食
Ｂ 

▼  

　１１月１７日、喉頭全摘により声を失った方々の音声
発声教室「長野県信鈴会飯田市立病院教室」が開所
しました。当日は、多くの患者さんを始め関係の方々
にご参加いただき盛大に開所式を開催することが出
来ました。県内の発声訓練教室は、長野日赤・信大
付属・諏訪日赤・佐久総合・伊那中央の各病院に設
置されており、飯伊地区の方は伊那中央病院まで通っ
ていましたが遠距離ということもあり教室を止めて
しまう方も多い状況でした。今回当院に教室が出来

たことにより飯伊地区の方が身近で発声訓練を行なえるようになりました。【地域医療部】 
 

 

　市立病院では、外来・入院患者さん、お見舞い等の皆様から様々なご意見ご要望をいただいております。 
貴重なご意見につきましては、集約して関係職員への回覧の後、でき
るところから改善を行っています。 
　今回は入院された方からの要望をご報告させていただきます。 
　要望「食事の選択メニューはうれしいが、白米と玄米、牛乳と豆乳
を選ぶことが出来るように種類を増やしてもらいたい。」 
　主食につきましては、ご飯（通常の固さ・やわらかめ）、おかゆ（５種
類）、パン、麺（うどん・そば・そうめん）と多岐にわたっております。こ
のようなことから、種類を増やすことについては作業上の面からも対
応が難しい現状があります。 
　豆乳につきましては、アレルギー等で牛乳・乳製品が飲めない方に
は豆乳の対応もいたしております。治療を中心に栄養バランスを考
え、基本的には牛乳・乳製品の摂取をお願いしたいと存じますのでご
理解ください。 
　皆様からいただきました貴重なご意見はよりよい医療を行うために
反映させ、期待にこたえられる病院にして参りたいと思います。 

１）委員会の活動 
　医療安全推進委員会は平成１１年に組織され、翌年４月より活動を開始しました。 
委員構成は全職種より選出された３５名で、うち医師の委員は１１名です。 
　委員会の活動は、月一回の定例委員会、日常のインシデント・アクシデント報告の収集、事
故報告書の収集、報告事項の検討と分析調査、それに基づく改善案の作成、院内への周知徹底、
既に発表された改善案の遵守状況調査、院内・外の医療安全に関する情報収集、委員も含めた職員研修、機
会を捉えての学会、研究会等への発表や、毎年発行される飯田市立病院医誌への委員会活動報告書の作成な
ど広報活動。元気に活発に活動しております。 
２）中日新聞による「医療安全委員会の活動内容が非公開で閉鎖的である」という報道について 
　私たちの医療安全推進員会は開かれた委員会であると自負しております。活動の成果はいろいろな場や方
法で発表し、公開しています。 
　中日新聞の要求したインシデント・アクシデント報告書の公開は、全国どこの病院でも非公開を前提として
収集しており、どこの病院でも公開の対象としておりません。報告書の分析結果、改善策等については、学会、
研究会等に発表し、医療安全の推進に貢献しており、他施設の医療安全の参考にされている状況です。 

【医療安全推進委員会】 

インシデント　日常の現場で「ひやり」または「はっと」した経験で、実際に患者さんに施行する前に気づいた状態を指します。 
アクシデント　実際に、患者さんに悪影響があると想定されることが行われた状況を指します。 

患者会の行事から 

皆様の声にお答えします。 

飯田市立病院医療安全推進委員会について 

話
題
の
広
場

話
題
の
広
場 
話
題
の
広
場

話
題
の
広
場 
話
題
の
広
場 
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市
立
病
院
で
は
昨
年
十

月
に
二
日
間
に
わ
た
り
受

付
か
ら
診
察
開
始
ま
で
の

待
ち
時
間
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査

人
数
は
一
、三
三
五
人
で
、
そ

の
結
果
平
均
待
ち
時
間
は
三
九

分
で
し
た
。
前
回
調
査
で
は
平

均
待
ち
時
間
は
五
〇
分
で
し
た

の
で
、
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
調
査
結
果
か
ら
見
ま
す
と
、

こ
の
中
に
は
、
待
ち
時
間
中
に

院
外
に
出
ら
れ
た
方
、
診
察
前

に
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
も
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
予
約
を
お

と
り
し
て
あ
る
患
者
さ
ん
を
優

先
し
て
い
る
た
め
、
初
診
で
お

見
え
の
患
者
さ
ん
は
受
付
し
た

順
番
で
の
診
察
開
始
と
な
り
待

ち
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
当
院
で
は
今
後
も
待

ち
時
間
短
縮
を
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
医
療
サ
ー
ビ
ス
推
進
委
員
会
】 

編

集

後

記

 

歯科口腔外科 

横地　恵 
平成14年卒業 

平成17年10月1日着任 
前勤務病院：　　   
信州大学医学部附属病院 

よこ ち　　めぐみ 
産婦人科 

竹内はるか 
平成13年卒業 

平成17年10月1日着任 
前勤務病院：　　   
市立大町総合病院 

  たけうち 

　
昨
年
の
今
頃
は
機
能
評
価

（
質
の
高
い
医
療
を
効
率
的

に
提
供
す
る
た
め
に
、
第
三

者
に
よ
る
病
院
の
評
価
）
の

受
審
に
向
け
て
、
病
院
全
体

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
年
々
病
院
の

機
能
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

が
な
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
患
者
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
員
一

同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

【
編
集
委
員
会
　
木
下
啓
子
】 

待
ち
時
間 

人
数 

〜
三
十
分
 

693

三
十
分
〜 

一
時
間 

353

一
時
間
〜 

一
時
間
三
十
分 

145

一
時
間
三
十
分
〜 

二
時
間 

64

二
時
間
〜 

三
時
間 

55

三
時
間
以
上 

25

平
均
待
ち
時
間 

39分 

　
飯
田
市
立
病
院
で
は
「
か
か
り
つ

け
医
」
の
先
生
方
と
の
医
療
連
携
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
院
で
の
専
門
的
な
外
来
診
療
や
高

度
な
検
査
・
入
院
医
療
な
ど
が
安
全

で
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
診

療
に
関
す
る
情
報
を
地
域
の
先
生
方

に
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
初
診
の
患
者
さ
ん（
新
し
い
診
療

科
を
受
診
さ
れ
る
場
合
）に
は
、
「
か

か
り
つ
け
医
」
の
先
生
方
か
ら
の「
紹

介
状
」
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

【
地
域
医
療
部
】 

【5階東病棟】 

　５階東病棟は消化器内科と形成外科の混合病
棟です。形成外科は指先の小さな傷から、全身
に及ぶ大きな傷まで綺麗に治す細かい手術を行
う専門の科です。 
　消化器内科は周知の通り内臓の病気を治療す
る科です。今回は、主に消化器内科について職
場の紹介をいたします。内視鏡検査をうけられ
る入院患者さんの約８割の方が、５階東病棟に
入院されています。胃カメラだけでも昨年は２００
件以上行われました。内視鏡的に腫瘍やポリー
プを切除する目的で入院される患者さんも増加
傾向にあり、検査の種類によっては１泊２日の
入院をしていただくことがあります。また、治
療や検査のため、絶食が必要となる患者さんも
多く、点滴をしたまま入院生活をおくられるため、
点滴スタンドをひいて歩いている光景が特徴的
です。年齢としては０歳から１００歳以上と、幅
の広い年齢層の患者さんが入院されますが、高
齢の方が多いことから、退院後の家庭生活に向
けて患者さんや家族に負担がかからないように、
入院中にＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）や

リハビリスタッフな
ど他部門の職員と連
携をとっています。 
　これからも、患者
さんが安心して入院
生活を送ってもらえ
るようにサービスの
行き届いた看護を提
供できるようにして
いきたいと思ってい
ます。 

●シリーズ● ●シリーズ● 

職場紹介  職 場 紹 介  
その8

ご 案 内 ご 案 内 

 

待
ち
時
間 

調
査
結
果
に
つ
い
て 

新
任
医
師
の
紹
介 

新
任
医
師
の
紹
介 

平
成
17
年
10
月
〜
12
月 

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う 


